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Ⅰ 概要 

１ 開催日時 

  令和４年６月 22 日（水） 14：00～15：15 

２ 開催場所 

  成増アクトホール 

３ 出席者 

  住民側 24 名 

町会・自治会及び関係団体 24 名 

発言者 ５名 

一般公募 ０名 

発言者 ０名 

傍聴者 ０名 

  区側９名 

区長、政策経営部長、危機管理部長、区民文化部長、健康生きがい部長、 

資源環境部長、土木部長、成増地域センター所長、広聴広報課長（司会） 
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Ⅱ 区長冒頭挨拶 

成増地区の皆様には、日頃から区政全般にわたり、 

ご協力を賜り、感謝申し上げます。 

また、新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止

に、多大なるご理解・ご協力をいただきまして、誠

にありがとうございます。 

板橋区におきましても、やむを得ずさまざまな活

動が制限されることとなり、皆様にはご不便、ご迷

惑をおかけしております。 

残念ながら、今年度も「いたばし花火大会」は中

止することとなりましたが、区政事務事業説明会を

オンライン配信により実施いたしましたように、ポ

ストコロナを見据えた新たな事業実施方法の構築

に取り組んでまいります。 

成増地域におかれましては、住民相互の親睦と交

流を深め、地域の活性化と安心・安全なまちづくり

に、多大なる貢献をいただいておりますことに、重

ねて感謝申し上げます。 

言うまでもなく、成増地区は私が育った地域であ

り、大変長らくお世話になっております。 

今年は残念ながら中止が決定したと聞いており

ます「成増阿波おどり大会」や、世代を超えた人々

の交流を深めている「成増童謡まつり」など、多く

の方が参加する地区独自の事業を開催してきたこ

とについて、これまでの活動を含めて感謝しており

ます。 

さて、板橋区は、令和４年度が区制施行 90 周年

を迎えます。先人たちが築いてきた伝統・文化など、

大切な財産を継承しつつ、コロナ禍を乗り越え、誰

一人取り残さず、成長し続けるまちの実現に向け、

新しい未来へのメッセージを発信したいと考えて

おります。 

90周年の節目を区民の皆さんとともにお祝いす

るため、年間を通して様々な記念事業を実施いたし

ますので、是非ご興味がある事業にご参加いただけ

ますと幸いです。 

また、板橋区では、「板橋区基本計画 2025」に

おける未来創造戦略で指向する、魅力創造発信都市

と、安心安全環境都市の実現をめざし、喫緊の課題

である新型コロナウイルス感染症へ適切に対応し

ていくとともに、２年目を迎える「いたばし№１実

現プラン 2025」の重点戦略の柱である「ＳＤＧｓ

戦略」「デジタルトランスフォーメーション（ＤＸ）

戦略」「ブランド戦略」を基本とし、未来を見据え

た計画の着実な実現を図ってまいります。 

また、先月、５月 20日には、国がＳＤＧｓの達

成に向け、優れた取組みを提案する自治体を募集・

選定する制度である「ＳＤＧｓ未来都市」として、

板橋区が選定されました。 

今後、ＳＤＧｓ未来都市として選定されたことを

契機に、「ものづくりのまち」という特徴・強みを

活かしながら、「絵本のまち板橋」として、誰もが

親しみ、身近に感じることのできる、絵本を軸とし

た取組みにより、若い世代の定住化、健康長寿のま

ちづくり、未来へつなぐまちづくりを、さらに推進

してまいります。 

最後となりますが、前回の成増地区における懇談

会の開催は、平成 30年７月 24日であり、早いも

ので４年が経過しようとしています。 

本日は、地域の課題はもとより、区政全般にわた

る課題や要望などを、直接、お伺いできる貴重な機

会ですので、これを活かした地域の課題解決、そし

て、区の発展につなげてまいりたいと考えています。 

感染症の拡大防止を踏まえ、以前より短い時間で

の運営とはなりますが、有意義な懇談会にしたいと

思っておりますので、よろしくお願いいたします。 

2



Ⅲ 質問要旨及び区長回答 

１番 建築・販売業者とマンション管理組合との

間の町会加入情報について 

成増第一町会ご質問（要旨） 

新築マンション建設時には、事前に情報をもらい、

町会加入の依頼を行っている。しかし、竣工まで長

期間に及ぶため、実際の交渉相手は管理組合になり、

町会について丁寧に説明するものの、加入には至ら

ない。 

１ 事前相談した建築・販売業者とマンション管

理組合との話し合いの内容及び最終的な加入の

意思を確認できないか。 

２ 加入に至らない場合、今後の勧誘活動のために

その理由を知りたい。 

区長回答 

 町会・自治会への加入促進については、区として

これまで様々な取組みを行っており、平成 29年度

の「板橋区大規模建築物等指導要綱」の改正では、

事前に地元町会・自治会と加入について協議し、 

「協議報告書」を区へ提出するよう、内容を改めて

おります。令和３年度に提出のあった「協議報告書」

のうち、約８割が町会・自治会に加入するとしてお

り、当該取組みが一定の効果を得ていると考えてお

ります。 

 一方、町会・自治会長と建築事業者との協議の内

容が、建物竣工後に管理事業者との間で引継ぎが行

われない場合があり、最終的にマンション管理事業

者や管理組合とのやり取りに、町会・自治会として

ご苦労されていることは認識しております。区とし

ても、建築事業者あてに町会・自治会長との協議を

お願いしておりますが、当該事業者から最終的な管

理事業者・管理組合へ、協議した内容をしっかり引

き継いでもらえるよう、説明資料を作成し、加入を 

促していきたいと考えております。 

なお、加入に至らない理由については、賃貸物件

や分譲のワンルームマンションであることなど挙

げられていますが、管理組合の検討の経過について

は、把握できていないところでございます。 

 区としては、今後も引き続き、町会・自治会の加

入促進のため、支援や周知の方法について、他の事

例等も収集しながら検討を進めてまいります。 

２番 避難場所について 

上赤塚町会ご質問（要旨） 

３年程前の台風の時、テレビ・ラジオ・携帯電

話から避難勧告が流れ、不安な一夜を過ごした記

憶がある。 

１ 夜間避難勧告が出た場合、自分の避難場所を

知る方法はあるか。 

２ 避難勧告が出た後、夜間いきなり避難所に行

っても、受入れは可能か。 

３ 避難勧告が出た後、夜間に区民が避難するま

での一連の流れを示してもらいたい。 

４ 板橋区は、夜間に避難勧告を出すのか。 

区長回答 

令和元年の台風１９号の際には、区内でもこれま

でにない雨量が観測され、荒川をはじめ区内の河川

も氾濫危険レベルまで増水をし、区民の皆様におか

れましては、とても不安な一夜を過ごしたことと感

じております。 

区では台風１９号の経験を踏まえ、水害レベルに

合わせた避難体制等をより迅速に行えるよう「水害

避難等対応方針」の見直しを行い、万全の準備をし

ているところでございます。 

この後、河川の増水の仕組などについて、土木部

長から、また、水害にかかわる内容について、危機

管理部長から説明をいたします。 

（以下、土木部長より補足説明） 

河川の増水の仕組について、ご説明いたします。

都市部で雨が降ると、約�20％が地面に染み込みま

す。残りの約�80％は下水道管に入る仕組になって

おります。雨が強く降り、処理ができなくなると、�

80％のうち約60％が河川に流れます。その結果、

河川の水が急激に増える現象が発生いたします。 

 令和元年度の台風�19�号では、21�時頃に１時間

あたり�40mm�程度の雨が降り、成増橋で警戒水位 

にギリギリ達しているという状況でございました。

下流の橋である落合橋では、警戒水位を超えて、当

時でいう避難勧告が発出されました。この後、雨は

止みましたが、さらに降り続いた場合は、河川から

水が溢れてしまいます。現状の河川は、１時間当た
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Ⅲ 質問要旨及び区長回答 

り降水量 50mmには対応できており、今後 23区

全体で75mmまで対応できるようにしていくとこ

ろでございます。地下と地上の調節池で、溢れてし

まう 15mm分をカットする方策をとります。 

次に、荒川氾濫の仕組みについてです。山地部で

は、雨が降ると約 60％が地面に浸透し、残りの

40％は河川に流れます。秩父方面の３日間累計雨

量 500mm以上で氾濫の危険が出てまいります。

治水施設としてダムがあり、また、荒川第１調節池

が稼働しております。現在、荒川第２・第３調節池

を建設しているところでございます。荒川について

は、山から水が流れてくるため、増水にタイムラグ

があり、注意をしていただく必要がございます。 

最後に内水氾濫についてです。雨水ますが詰まっ

ていると、道路が冠水する事態となります。雨水ま

すにスーパーのビニール袋が詰まっていたことで、

浸水したこともありますので、気にかけていただく

ようお願いいたします。また、区内に土のうステー

ションを設置しておりますので、ご活用いただけれ

ばと存じます。 

（以下、危機管理部長より補足説明） 

避難方法・場所は、大きく３つございます。在宅

避難・縁故避難・区が開設する避難所です。ご自宅

の場所を防災ガイド・ハザードマップ 2021 で確

認し、ご自宅が浸水地域にない場合は、在宅避難と

なります。浸水地域にある場合は、縁故避難・区が

開設する避難所への避難となる場合がございます。

ただし、在宅避難に該当する場合でも、不安な場合

はためらわずに、安全な場所への避難をお願いいた

します。 

 次に、いつ避難をするかです。最も低い、警戒レ

ベル１から、最も高いレベル５までありますが、レ

ベル１及び２では避難の備えをお願いいたします。

実際の避難は、レベル３の高齢者等避難からとなり

ます。区が高齢者等避難を出した場合は、避難に時

間のかかる方は、危険な場所から、避難をお願いい

たします。レベル４は避難指示です。区が避難指示

を出した場合は、危険な場所から全員避難となりま

す。なお、レベル５の緊急安全確保の時点では、す

でに河川の氾濫等の災害が発生している状況とな

りますので、レベル５での避難は既に遅いというこ

とになります。安全に避難するために、レベル４ま

でに避難していただくようお願いいたします。 

次に、避難指示や避難場所の情報をどのように入

手するかです。テレビでは、ＮＨＫ総合テレビのデ�

ータ放送や、J-COM�チャンネルで、情報の収集が

できます。また、携帯電話やスマートフォンでは、 

板橋区防災メール、ヤフー防災速報アプリ、板橋区

防災マップアプリで、情報の収集ができます。なお、

事前に登録していただきますと、災害時にすぐに役

立ちますので、ご検討をお願いいたします。そのほ

かにも、区ホームページや防災行政無線で、情報の

収集ができます。防災無線は、聞きづらいというご

指摘もございますので、「電話応答サービス」で、

電話で放送内容を確認することができます。 

次に、成増地域の避難所についてです。成増地域

の避難所は、防災ガイド・ハザードマップ�2021�の

「防‐16」ページで確認することができます。先

ほどご説明いたしました、様々な媒体から情報を収

集していただき、各避難所の開設状況を確認してい

ただいてから、避難をするようお願いいたします。 

次に、ハザードマップについてです。防災ガイド・

ハザードマップ�2021�の「防‐25」ページに、集

中豪雨版のハザードマップを掲載しております。 

このハザードマップに基づきまして、適切な避難行

動をお願いいたします。 

 最後に、荒川が氾濫した場合のハザードマップに

ついてです。こちらは「防‐31」ページに掲載し

ております。成増地域でも該当する地域がございま

すので、ご確認をお願いいたします。 

以上がご質問の１番から３番、避難場所を知る方

法、受入れ可能な避難所、及び避難の一連の流れに

対するお答えでございます。 

（以下、区長回答） 

最後に、避難指示について、補足いたします。避

難指示については、台風の接近など予め、雨量、河

川の増水が予測できる場合においては、夜間ではな

く、安全に避難しやすい時間帯に指示を発出するよ

う判断したいと考えております。ただし、ゲリラ豪

雨など短時間での急激な河川の増水や、予測をはる

かに上回る雨量となる事例もあるため、夜間に避難

指示を出す可能性もあり、的確な時に適切な指示を
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Ⅲ 質問要旨及び区長回答 

発出したいと考えております。 

参考に、白子川では、水位が橋の「けた下、2.4

ｍ以下」になった時に高齢者等避難を、1.4ｍ以下

になった時に、避難指示を出す基準になっておりま

す。 

最後になりますが、防災対策は、自助、公助だけ

では成り立ちません。日頃から、いざというときに

親戚や知人宅への避難確認や地域の皆様の声掛け

による啓発を、是非、お願いしたく存じます。 

３番 食品トレーの回収率を高め、原油使用量を

低減させることについて 

成増南町会ご質問（要旨） 

家庭からの使用済トレーが毎日出る。回収にあた

り、汚れが無い、水洗い・乾燥が必要等、回収場所

により程度が異なり分かりにくい。また回収場所が

少なく、ついごみとして処分しがちである。 

１ 回収の注意点の表示内容を統一的に単純明快

にし、回収場所を増やすか、資源回収日に、他の

資源と同様に収集する体制が取れないか。 

２ ポリスチレン製の箱も回収できないか。 

区長回答 

食品トレイとして使用されている発泡スチロー

ル製の容器は、成増地域センターなどで拠点回収

により、資源ごみとしてリサイクルを行っており

ます。リサイクルの際には、不純物の混入が再製

品化の支障となることや、回収場所の衛生面や臭

気等にも配慮して、洗浄・乾燥をお願いしており

ます。現状の回収方法については、「資源とごみの

分け方・出し方ハンドブック」をはじめ、ホーム

ページやスマートフォン向けのごみ分別アプリな

どにより案内を行っております。 

 ご指摘の食品トレイやポリスチレン製の箱など

のプラスチック類の回収に関して、いわゆる「プ

ラ新法」が本年４月１日に施行されたことを受

け、区としては令和３年度から５年度までの３か

年の予定で調査・検討を進めて、再資源化の実現

に取り組んでまいります。 

 再資源化の実施にあたっては、プラスチック類

の収集を「可燃ごみ」としている現在のサーマル

リサイクルによる取扱いから、「資源」として、び

んや缶、新聞と同様に各世帯で分別していただく

見込みであり、地域の方々の一層のご理解、ご協

力をお願いしたく存じます。 
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Ⅲ 質問要旨及び区長回答 

４番 大規模な公園施設の環境・安全に向けた改

善策について 

三園一丁目町会ご質問（要旨） 

 造成時の区立溝下公園には水路や池があり、池の

周辺にあった東屋などは住民の憩いの場だった。そ

の後、水路に水が流れなくなったため、池は干上が

り、雨天時には水がたまるようになっている。池の

周りにはロープが張られているが、時期によっては

出入りが容易であるため不法投棄があり、不衛生で、

子どもたちの怪我が心配される。 

１ 将来的に池を復活させることがないのであれ

ば、埋め戻して花壇として癒しの場とすることを

検討してほしい。 

２ 大規模公園で多くの住民が利用する施設には、

犯罪の抑制・防止策として防犯カメラの設置を検

討してほしい。 

区長回答 

溝下公園は、「板橋三園一丁目土地区画整理事業」

により、昭和 63年に開園した公園で、ハスやマコ

モなどの繁茂した往時の三園の姿を偲ぶ縁(よす

が)として、池や流れが設置されておりました。平

成の半ば頃、池への不法投棄が頻発し、水遊びの子

どもがケガをする事故も発生したことから、池とし

ての運用を休止しておりましたが、施設の老朽化も

進み、池や流れの復旧が見込めない現在の状況に至

っております。 

池や流れなど構造物は、再生するにしても、撤去

するにしても、開設後、40年以上の施設から順次

実施している全面改修の時期を待たねばならず、あ

わせて設置した時の趣旨を考えると、近隣や利用者

の意向も確認する必要がございます。そのため、ま

ずはロープ柵と池に張り出している木製デッキの

損傷個所を、準備ができ次第、速やかに補修を行う

こととし、その際、池の一部を試験的に花壇として

使えないかなど、現在活動されている花づくりボラ

ンティアの方々とも、相談をさせていただきたく存

じます。 

 区立公園への防犯カメラ設置については、ご要望

があることを認識しており、その有効性の検証など

も行ってまいりました。公園・緑地では、様々な障

害物を避けるため１か所あたり相当数のカメラが

必要になることなどから、器物破損が繰り返し行わ

れる公園等を選び、移動式防犯カメラを配置して犯

人検挙につなげる方法をとっております。 

一方、自動販売機を、防犯カメラ機能を備えた製

品に変更していくなど、より安心感のある空間づく

りに努めるとともに、青色パトロールカーによる警

備員の巡回により目に見えるかたちでの抑止策を

続けてまいります。 
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Ⅳ 懇談（意見交換） 

高齢者の支え合いの仕組みづくり活動について 

活動紹介 

 成増では、「成増地域にいつまでも暮らし続けて

いくために成増地域ならではの支え合いの仕組み

づくりを推進しよう」と成増地域で活動しているグ

ループや福祉団体等、多様な関係機関の有志を集め

て、2017 年４月から、支え合い会議成増を開催し

ています。 

会議では、活動内容により興味を持ってもらうた

め、マスコットキャラクターの「なりりん」を作成

しています。このキャラクターの名前は、地域の小

学生や中学生にも名前募集を行って決定していま

す。今後も地域の皆様に愛されるように、いろいろ

な所で活躍してもらいたいと思っています。 

支え合い会議成増では、現在３つのチームに分か

れて活動を行っています。 

１つ目は、広報チームです。「なりりんニュース

レター」を年に４回発行して、支え合い会議成増の

活動や地域情報を発信しています。また、公式ライ

ンアカウントを設けるなど、地域への情報配信にも

力を入れています。 

２つ目は、マップチームです。今までに３種類の

マップの作製を行っています。

最初は、「高齢者の集まれる場所」です。いろい

ろなグループの活動の様子やお話を伺いながら情

報をまとめていきました。その中で、活動場所の問

題やグループの高齢化などの問題があることがわ

かりました。次に、「買い物マップ」です。このマ

ップを作成した頃には、新型コロナウイルス感染症

拡大もありましたので、配達が可能なお店を中心に

情報を集め、掲載していきました。最後に、「医療

マップ」です。いずれも情報を集めることで、私た

ち自身が地域のことを知るきっかけにもなりまし

た。さらに、作成したものを置いていただく場所と

して、地域センターをはじめ郵便局・銀行・図書館・

地元の商店などに協力をいただいています。 

３つ目は、助け合いチームです。この支え合い会

議成増が始まった年に、地域の方に困りごとや自分

がお手伝いできることのアンケートを取りました。

その時に、「ちょっとした事のお手伝いはできます」

と多くの方に答えていただきました。私たちは、そ 

の方たちの力をお借りして、地域の力につなげられ

るといいなと思い、今は地域のサロンを訪問して、

助け合いの大切さを伝える講座を行っています。 

先月 24日には、このアクトホールで地域イベン

トを開催しました。支え合い会議成増の活動を多く

の方に知っていただき、一緒にこの成増・赤塚・三

園をより住みやすく優しい街にできたらいいなと

思っています。 

 今後、地域の人が気軽に集まれる場所があれば相

談会などいろいろなことを企画していきたいとも

考えています。 
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Ⅳ 懇談（意見交換） 

高齢者の支え合いの仕組みづくり活動について 

ご質問①（要旨） 

今後、さらに活動内容を地域に行き渡らせるため、

区として協力してもらえる部分があれば、お聞きし

たい。 

健康生きがい部長回答 

現在、区公式ホームページにて、成増地域も含め、

各地域の支え合い会議（第２層協議体）の活動につ

いて、情報発信を行っているところでございます。 

また、今年度は 10月３日～７日の期間、区役所

本庁舎１階イベントスクエアにおいて、支え合い会

議（第１層協議体・第２層協議体）の活動パネル展

示、発行物の配布、PR スライドの放映を実施し、

周知・PRする予定でございます。 

他にも、区内民間事業者と「地域住民等の見守り・

地域づくりに関する協定」の締結を進めており、そ

の中ではチラシの配付などの広報活動を含め、各地

域の支え合い会議の活動への協力についてお願い

しているところでございます。 

今後も、様々な機会を捉えて、各地域の支え合い

会議の活動についての情報発信を進めることで、板

橋区版ＡＩＰがめざす、「年を重ねても安心して住

み慣れたまちに住み続けること」の実現に向けて、

地域の皆様と連携・協働して取り組んでまいります。 

ご質問②（要旨） 

高齢者の生活相談・支援をしていると、認知症や

虐待等の問題に直面する。様々な場面で生じる、当

該ケースの課題すべてを介護保険及び介護予防サ

ービスでまかなうことは困難である。 

家族の力を超えて地域の様々な所が問題解決に

向け連携する必要があると思うが、重層的支援を必

要とする人に対し、区として何か検討していること

はあるか。 

健康生きがい部長回答 

区には様々な専門相談窓口がありますが、ご指摘

の通り、複雑、複合化した多分野にまたがる課題を

抱えている高齢者も多くいます。 

 区では令和４年２月に「板橋区地域保健福祉計画 

実施計画 2025」を策定し、関係支援機関が連携を

図りながら、生活課題を全体として捉える包括的な

相談支援体制の構築をめざしております。 

 お配りした包括的な相談支援体制のイメージ図

（別紙１）は、計画書に掲載されているものでござ

います。地域住民の方などによる「気づき、見守り」

などにより、様々な課題を抱える方を早期に発見し、

区の相談窓口につないでまいります。 

また、地域福祉コーディネーターを設置し、相談

先がわからない場合や、複合的な課題がある場合に

は、関係する支援機関に働きかけるなどの調整を図

ってまいります。 

 一方、中段のイメージ図に分野をつなぐリング状

のものがかかっておりますが、区では、どの相談窓

口でも幅広く受け止め、互いに連携して、課題解決

に取り組む体制を取っております。また、必要に応

じて区の関係部署が集まり、支援調整会議で支援方

針を策定するなどの支援を行うこととしておりま

す。 

 「おとしよりなんでも相談」と書かれた（別紙２）

をご覧ください。区で今年度から、24 時間 365

日、高齢者の健康相談や介護保険制度の疑問をコー

ルセンターで受ける事業を開始しております。昨年

度、「子どもなんでも相談」事業を始めましたが、

相互に連携を図りながら重層的な支援につなげて

いくことといたしました。 

なお、高齢者及び障がい者の虐待に関する通報、

相談も対応時間を拡大し、２４時間３６５日対応し

ております。 

 個別的な課題については担当窓口を案内するこ

とになりますが、高齢者ご本人だけでなく、ご家庭

で支援されている方からのご相談も受けますので、

お気軽にご相談いただければと存じます。 
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Ⅳ 懇談（意見交換） 

高齢者の支え合いの仕組みづくり活動について 

区長総括 

成増地域の皆さまにおかれましては、日頃より板

橋区政へのご理解・ご協力をいただき、誠にありが

とうございます。 

さて、板橋区では、団塊の世代の方々が 75歳以

上となる 2025年を目標に、「誰もが住み慣れたま

ちで、安心して自分らしい暮らしを続けることがで

きる」ための仕組みづくりを、「板橋区版ＡＩＰ」

と銘打って、多くの関係者の皆さま方と協力しなが

ら取り組んでいるところでございます。 

「ＡＩＰ」とは、英語の「Aging  In  Place（エ

イジング・イン・プレイス）」の頭文字をとったも

ので、国連サミットで採択された SDGs（持続可能

な開発目標）で掲げられた、「誰一人取り残さない」

持続可能な社会の実現にもつながるものです。 

平成２９年４月に発足した「支え合い会議成増」

でも、「板橋区版ＡＩＰ」の理念に基づき、成増地

区で活躍されている様々な方が集まり、地域での困

りごとや気になること、地域活動の好事例などにつ

いて話し合いを重ね、イベントの開催や地域情報の

発信など、様々な活動につなげていただいておりま

す。 

成増地域の方々が、自ら主体となってできること

を見つけ、地域の高齢者の支え合い・助け合いに向

けた活動を続けていくことで、「支え合い会議成増」

の取り組みが進み、地域の皆様がお互いに知り合い、

つながり合い、助け合うことが増え、「成増地域に

いつまでも暮らし続けていくために成増地域なら

ではの支え合いの仕組みづくりを推進しよう」とい

う理念の具現化につながっていると確信している

ところでございます。 

また、区の重層的な支援体制についてご質問があ

りました。 

いわゆる８０５０問題やひきこもり、ヤングケア

ラーなど複合的な問題については、大変、重要な課

題と認識しております。 

複雑、複合化した地域生活課題、制度の狭間の問

題などについては、関係機関が連携することで、包

括的な支援体制を整えてまいります。 

皆さまにおかれましても、困っている方を見かけ 

ましたら、声掛けや、区または関係機関への情報提

供をお願いいたします。 

最後になりますが、これからの成増地域の皆さま

の、益々のご発展とご活躍を期待するとともに、区

といたしましても「板橋区版ＡＩＰ」の深化・推進

に向けて全力で取り組んでまいりますので、引き続

き区政に対するご理解とご支援、ご協力を心からお

願い申し上げます。 
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別紙１ 

【板橋区版包括的な相談支援体制のイメージ図】 

板橋区版包括的な相談支援体制のイメージ図（案）

NPO

民生・児童委員

ボランティア

PTA

社会福祉法人

町会・自治会

企業・商店

青少年健全育成地区委員会

老人クラブ

地域住民

生活支援ｺｰﾃﾞﾞｨﾈｰﾀｰ

様々な課題を

抱える住民

ひきこもり

ダブルケア

ヤングケアラー

8050問題・・・

日常生活圏域でのネットワークを構築

※１ 支援調整会議では、関係課により、複合的な課題を共有化し、支援方針を策定するなど相談機関の

後方支援を行う。

※２ モニタリング会議では、業務内容の評価・分析を行い、業務改善を図る。

モニタリング会議（年3回） ※2
健康生きがい部

福祉部（全体調整）

教育委員会事務局

その他関係部

子ども家庭部

区民文化部

気づき

見守り
気づき

見守り

地域住民等が主体的に地域生活課題を把握し、解決を試みることができる環境整備

地域包括支援センター

地域センター など

相談 支援 連絡・調整 連携

子ども分野

・子育て世代包括支援セ

ンター母子保健型（健康

福祉センター）

・板橋区子ども家庭総合

支援センター

・教育支援センター

・児童館 ・保育園 ・学校

など

生活困窮者分野

・福祉事務所総合相談

・生活困窮者自立支援

機関（いたばし生活仕

事サポートセンター）

など

障がい分野

・障がい者基幹相談支

援センター（障がい者福

祉センター）

・発達障がい支援セン

ター

・子ども発達支援セン

ター

など

高齢分野

・地域包括支援セン

ター（おとしより相談

センター）

など

その他
・権利擁護いたばしサポート

センターなど

どの相談窓口においても属性を問わず幅広く受け止め、多機関の連携により適切な支援を行う。

ケース会議（随時）

相談先がわからないケースを

適切な支援へつなぐなど。

板橋区の相談窓口

支援調整会議（月1回） ※1

地域福祉コーディネーター
社会福祉協議会

相談支援包括化推進員
困難事例の集約や事業の進捗報告などを受け

る。関係部署からなる会議体の開催を依頼する。
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Ⅴ 区からの情報提供 

大成橋周辺で頻繁に発生していた浸水被害について 

【概要】 

  大成橋周辺で頻繁に発生していた浸水被害については、赤塚第二中学校の貯留施設整

備や成増雨水幹線のバイパス整備などにより、大きく改善しました。 

しかしながら、今日の異常気象や降雨の激甚化などを踏まえると、更なる雨水対策が

必要であり、現在、成増･三園方面の浸水被害軽減の切り札としているのが、「成増幹線

増強施設」の整備です。 

これは、管路部の最大口径約２ｍ、距離 1.7 ㎞の成増幹線に加え、新たな幹線を追加

整備する構想であり、成増一丁目付近から成増五丁目付近に向けて大口径の排水管を整

備するもので、長年にわたり区が東京都下水道局に働きかけを行ってきたものです。 

 その努力が実り、東京都の下水道計画の実施計画にあたる「下水道経営計画２０２１」

に、重点的に取り組むべき施策として取り上げられています。 

 現在、東京都と区で、土地の手当てなどについて協議を行っており、着工までは相応

の期間を要することとなりますが、一日も早い完成をめざしていく考えです。 

 なお、この幹線整備の完成までの間は、激しい降雨が予想又は発生した場合には、橋

の周辺に可搬式排水ポンプを配置し、道路に吹き上げる雨水を白子川に放水する方法で、

被害の軽減を図っていきます。 

大成橋 

白子川 
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Ⅴ 区からの情報提供 

１ こんなトラブル相談増えています！自宅で不用品買い取り訪問購入のトラブル 

〇概要 

  「いらない衣類があったら買い取る」と訪問してきた事業者が、 

衣服以外にも「アクセサリーや金貨はないか」と要求し、指輪などの 

貴金属を見せたところ、合計 1200円の明細書とお金を渡され、物品 

を持ち帰られてしまった、というトラブルが発生しています。 

 売るつもりのない貴金属等の売却を迫られても、物品を見せず、き 

っぱり断りましょう。 

〇問合 

  消費者センター ☎03-3579-2266 

２ 「消費者お助けダイヤル１８８」について 

〇概要 

  消費生活センターでは、商品やサービスなど消費生活全般に 

関する苦情や問合せなど、消費者からの相談を専門の相談員が受け 

付けています。 

〇問合 

  消費者センター ☎03-3579-2266 

３ マイナンバーカードでマイナポイント 最大 20,000円分のマイナポイントがもらえる！ 

〇概要 

  ６月 30日から、マイナンバーカードの健康保険証の利用申込みや 

公金受取口座の登録を手続きすると、マイナポイントが付与されます。 

また、マイナポイント設定を支援するため、専用の窓口を設けていま 

す。 

〇問合 

  板橋区マイナポイント等支援ダイヤル ☎03-6630-5986 
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Ⅴ 区からの情報提供 

４ 板橋版 澁澤榮一地図 1840―2022の発行について 

〇概要 

「板橋版 澁澤榮一地図」を発行しましたのでご案内します。 

2024年に新一万円札の顔になる渋沢栄一ですが、こちらの書籍では、 

板橋区や北区など東京北部にスポットをあて、渋沢栄一が生涯をかけて 

事業に尽力した歴史などを紹介しています。 

板橋区区政情報課・いたばし観光センター・都内書店などでお買い求 

めいただけます。 

〇問合 

  くらしと観光課 ☎03-3579-2251 

５ 渋沢栄一公開講座の実施について 

〇概要 

 「板橋版 澁澤榮一地図」の発行記念として、「渋沢栄一公開講座」を 

実施します。ご興味のある方の参加をお待ちしています。 

▽とき＝７月 15日（金）18時 30分～20時

▽ところ＝板橋区立文化会館大会議室

▽講師＝渋沢資料館 顧問 井上潤

▽定員＝100人（抽選）

▽申込方法＝チラシをご覧ください

〇問合 

  くらしと観光課 ☎03-3579-2251 
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Ⅵ 区長結び挨拶 

本日は、限られた時間ではございましたが、貴重

なご意見等をいただきまして、誠にありがとうござ

いました。 

本日の懇談会では、地域防災や公園の環境整備な

ど、テーマが多岐にわたり、地域の皆様の関心の高

さを感じる機会となりました。 

皆様からいただいたご意見・ご要望につきまして

は、できることは速やかに実行に移し、検討・調整

を要するものについても、十分に検討し、よりよい

区政の実現に向けて取り組んでまいりますので、今

後とも、ご協力を賜りますようお願い申し上げます。 

現在、新型コロナウイルス感染症の感染者数は落

ち着きを見せており、様々な制限が緩和され、少し

ずつ日常を取り戻しつつあります。 

板橋区でもワクチンの予防効果を高めるため、

60歳以上の方、基礎疾患のある方を対象に、４回

目の接種を始めています。 

今後も刻々と変化する状況を的確に捉え、迅速・

柔軟な対応を図り、区民の皆様に、安心・安全をお

届けできるよう全力を尽くしてまいります。 

結びにあたり、成増地区の益々のご発展と、本日

お集まりいただきました皆様の益々のご健勝、ご活

躍をお祈りいたしまして、お礼のご挨拶に代えさせ

ていただきます。本日は、誠にありがとうございま

した。 
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